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Y 君 は 語る。 

うち 

明治 十 年、 西南 戦争の 頃に は、 わたしの 家 は 芝の 

高 輪に あった。 わたしの 家と いったと ころで、 わたし 

はま だ 生まれた ばかりの 赤ん坊で あつたから 何ん にも 

知ろう 害 はない。 これ は 後日に なって 姉の 話 を 聞いた 

ので あるから、 多少の すじみち は 間違って いるか も 知 

れな いが、 大体の 話 はまず こうで ある —— 。 



ている ことにして、 家内の 者 はいつ ものよう に 寝かし 

つけて 置いて、 父 ひとりが 縁側の 雨戸 二、 三枚 を 細目 

にあけ て、 庭 いっぱいの 虫の 声 を 聞きながら、 しずか 

うちわ 

に 団扇 を 使って いた。 まだ その 頃の ことで あるから、 

とこ ま 

床の間に は 昔 を 忘れぬ 大小が 掛けて ある。 すわと いえ 

ば それ を 引 つ さげて 跳り 出す と いう わけで あ つ た。 

ことし はかなり に 残暑の 強い 年で あつたが、 今夜 は 

めずらしく 涼しい 風が 吹き 渡って、 更ける に 連れて 浴 

衣 一 枚で はちつ と 涼し 過ぎる ほどに 思われた。 月 はな 

きん 寸 な) J 

いが、 空 は あざやかに 晴れて、 無数の 星が 金砂 子の よ 

うに きらめい ていた。 夜 ももう 十一 一時 を 過ぎた 頃で あ 



「その 節 も 申 上げ ましたが、 あなたのお 屋敷に は 安達 

さんと い うお 武家が 住ん でい らしった ので ございます 

が、 そのお 方 は 脱走して、 越後 口で 討死 をな すった と 

いう ことで ございま すご 

「その 安達と いう 人の 家族 はどうし たね ご と、 父 はま 

お」 ヽ .0 こ。 
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「どうな すった か 判りませんで したが、 ひと 月 ほど も 

前に、 その 奥さんが ふらりと 尋ねて おいでになり まし 

かずさ 

て、 なんでも 今まで は 上 総の 方と かにお いでに なった 

というお 話でした。 そうして、 わたしの 家に は 誰が 住 

んで いると お聞きに なりました から、 矢 橋さん という 



権 七 はいよ いよ 気がさして 来た。 目と 鼻の あいだに は 

神^の 矢場が ある。 権 七 は そこの 若い 矢取リ 女に なじ 

みが 出来て、 毎晚 そこへ 入りび たって いるので、 おい 

ねの 方で も 嫉妬に 堪えかねて、 夫婦喧嘩の 絶え間 はな 

かった。 

その 晚も いつもの 夫婦喧嘩から、 一杯機嫌の 権 七 は、 

店に ならべ て ある 商売 物の なかから 大工 道具の 手斧 を 

持ち出して、 女房の 脳天 を 打ち割つ たので、 おいね は 

即死した。 権 七 もさす がに 驚いて どこへ か 姿 を かくし 

た。 

安達の 奥さんの 消息 はこれ で 判った。 古道具屋の 店 
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